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1. 課題背景 

 高等教育において現在，学修時間の不足が

大きいことが問題になっている．1 単位当た

りの学修時間は，事前，事後の学修も含め，

45 時間と定められている(文部科学省 2009)．

ここから，15 週の授業で 2 単位を認定する

科目では，授業時間外で約 60 時間の学修が

求められている．しかし，文部科学省(2023a)

に調査によると，全国の国公私立大学（短期

大学を含む）及び高等専門学校(以下，大学等)

の学生の約半数が 1日の自宅学習時間が 5時

間以下であると回答している． 

また，高等教育において，学生生活の不適

用や就学意欲の低下による中退も多くなっ

ている．文部科学省(2023b)の調査から，令和

3 年度の大学等の中退者の内，その理由を「学

生生活不適応・就学意欲低下」としたものは

15.7％となっており，転学に次いで 2 番目に

多い理由となっている． 

学生生活不適応，就学意欲低下や，事前，

事後の学修の不足の原因として考えられる

のが，学生の自律的な学習態度の欠如である．

藤田(2006)によると，大学では，高校までと

異なり，学習者が自分の学ぶ目的や価値観に

合わせて学習の工夫することが必要になる

と述べている．このような学習方法の変化に

より，高校から大学への円滑な移行ができな

い学生もおり，学生生活不適応や就学意欲の

低下，学修時間の不足につながっていると考

えられる(濱名・川嶋 2006)．そのため，自律

的に学ぶ学生の育成が必要である． 

高等教育において自律的な学習態度を養

う場として，初年次教育の講義が適切である

と考える．初年次教育とは，濱名・川嶋(2006)

によると，「主に大学新入生を対象に総合的

に作られたプログラム」のことを指す． 

和足・名取(2019)によると，初年次教育は，

一般的に，大学への円滑な移行をはかり，学

生を定着させることを目的としている．濱

名・川嶋(2006)によると，学力差を埋め，学

習に必要なスキルを初年次教育で養うこと

で，中退防止や学習意欲の維持に効果がある

とされている． 

以上のことから初年次教育で，学生の学習

を自律的に取り組むためのスキルを育てる

必要があると考えられる．それにより，学生

生活不適応，就学意欲低下や，事前，事後の

学修の不足を改善できると予想される． 

 

2. 自己調整学習 

学習の自律性に効果があると考えられる

のが自己調整学習である．自己調整学習とは，

ジマーマンとシャンクによって提唱された

理論であり，学習者が自身の学習をコントロ

ー ル す る 学 習 方 法 の こ と を 指 す

(ZIMMERMAN and SCHUNK 2006)．自己

調整学習は目標や計画を立てる「予見」，学習

の途中で自身の学習を点検，調整する「遂行

コントロール」，次の学習につながるふりか

えりを行う「自己省察」の 3 段階のサイクル

によって成立している．文部科学省(2016)に

おいても，大学等において，個人が自己の責

任と判断で課題解決に取り組むことが求め

られ，自己調整学習能力の育成が求められて
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いる． 

 自己調整学習を進める上では自己調整学

習方略の適切な使用が求められる．自己調整

学習方略とは，自己調整学習をより効率的に

進めるための様々な意思的制御の事である

(速水 1998)．学習の中で適宜自己調整学習

方略を使用していくことにより，自己調整学

習を適切に進められるようになる． 

 自己調整学習方略を用いることで，学修時

間に影響を与えることが分かっている．五十

嵐(2020)では，4 年制大学に通う学生に質問

紙調査を行い，自己調整学習方略の使用頻度

ごとに主体的な授業態度や学業的援助要請，

時間的展望の在り方や大学生活での時間の

使い方に与える影響を検討している．この研

究によると，自己調整学習方略の使用程度が

高いほど主体的な学習態度を取り易く自律

的な援助要請を行い易いこと，将来に対する

希望や目標指向性を持ち易く現在の生活に

充実感を感じ易いこと，授業外学習や 自主

学習により多くの時間を費していることが

示された． 

この自己調整学習方略は，指導者が介入す

ることで学習者に獲得させることができる

(ZIMMERMAN et al． 2008)．伊藤(2009)に

よると，小学校 4 年生で一定程度の自己調整

学習方略を獲得し，それ以降，青年期にかけ

て様々な仕方で学習方略を獲得していくこ

とが分かっている．学習者による自己調整学

習方略の選択や使用方法についても，様々な

要因により変化し，指導者による教育的介入

も有効であると考えられる(五十嵐 2020)． 

自己調整学習方略は主に，自己動機づけ方

略，認知的方略，メタ認知的方略などに分類

される(伊藤 2009)．伊藤・神藤(2003)では，

各方略を以下のように示している．自己動機

づけ方略は学習に向けて自らの意欲を高め

るために用いる方略のことであり，学習の持

続性に効果があるとされている．認知的方略

は自分自身の記憶や思考などの認知的プロ

セスを調整する方略のことであり，効果的な

学習を促す効果がある．メタ認知的方略は，

自分の思考や行動を客観的に把握し認識す

ること（メタ認知）を通じて，自己調整によ

って学習の効率化を図る効果がある． 

自己調整学習方略の使用を促進する際に

は，メタ認知的方略の使用を促すことが効果

的である．石川・向後(2017)はオンライン大

学の社会人学生を対象に，自己調整学習方略

間の影響関係の分析調査を行っている．その

結果，大学通信教育課程の社会人学生の自己

調整学習方略として，「Ⅰ学習方法を振り返

る」「Ⅱ学習を工夫する」「Ⅲ大学の友人にた

ずねる」「Ⅳ学習計画を立てる」「Ⅴ自分にご

褒美を与える」の５因子が抽出されたこと，

「Ⅰ学習方法を振り返る」から「Ⅲ大学の友

人にたずねる」「Ⅳ学習計画を立てる」へ，「Ⅳ

学習計画を立てる」から「Ⅱ学習を工夫する」

「Ⅴ自分にご褒美を与える」へ の影響があ

ることが明らかになった．この結果から，社

会人大学生に対しては，「Ⅰ学習方法を振り

返る」，「Ⅳ学習計画を立てる」を促すことに

より，その他の自己調整学習方略の使用も促

せる可能性が示唆された．このことから，学

習者のメタ認知を促す取り組みが自己調整

学習方略の使用に効果があると考えられる．

また，三宮(2018)によると，これらの自己調

整学習方略は，メタ認知的方略によって支え

られているとされており，メタ認知的方略の

使用を促すことで，他の自己調整学習方略の

使用も促進されると考えられる． 

 

3. メタ認知的方略 

稲木ほか(2022)はメタ認知的方略を適切に

使用するために，学習方法を自己選択する経

験が必要となる可能性を示した．この研究は

小学校第 4学年の 2学級を対象に行った研究

である．対象の学級の内，一方を，学習方法

を自己選択する授業を週 15 コマ程度行う高

頻度群，もう一方を週 3 コマ程度行う低頻度

15



 3 / 7 

 

群として授業を行い，学習方法のメタ認知に

関する振り返りの記述数と学力を分析した

ものである．この研究の結果，学力上位群で

は高頻度群が下位群に比べメタ認知に関す

る記述数が有位に多かった．このことから，

学習方法を自己選択する機会はメタ認知的

方略の使用を促進することが分かった． 

また，メタ認知的方略を適切に使用するた

めには，主に学力下位群に対して，メタ認知

的方略を使用するための知識(以下，メタ認知

的知識)の獲得を促す支援も必要であること

が示唆された．稲木ほか(2022)は先ほどの研

究から，メタ認知に関する振り返りが多くな

った高頻度群に着目し，学力との関連を比較

した．学力上位群では下位群に比べ，メタ認

知に関する記述量が有意に多かった．また，

ふりかえりの内容から，学習計画の見直しが

必要な場面でも，適切なメタ認知的方略が使

用されないという事例が，学力や高頻度群，

低頻度群に関わらず見受けられた．このこと

から，学習方法を自身で選択する経験だけで

なく，メタ認知的知識を学習者が得るために

特に学力下位群への支援が必要性がわかる． 

 メタ認知的知識を得るために必要な支援

として，他者からの助言が考えられる．三宮

(2018)によると，メタ認知を促すような助言

やヒントを他者から受けることにより学習

者はより効果的な学習方略を用いることが

できるようになる．また，学習者の学習課題

の設定やその解決方法を促す，指導者の助言

や質問が学習者のメタ認知的思考を促す可

能性が示唆されている(菅ほか 2021)． 

以上のことから，学習者が，学習課題や解

決方法に関する個別の助言をくりかえし受

けられる環境がメタ認知的方略の使用を促

すと考えられる．助言の内容としては，学習

方法を振り返ったのちに，その後の学習方法

を自ら選択し，学習計画を立てることを学習

者促す内容が適切だと考えられる．この助言

は，学習者の学力やメタ認知的知識の習得状

況に応じて個別に与える必要がある．また，

この支援を繰り返し行うことにより，メタ認

知的方略の使用が促進されることも期待で

きる．しかし，大規模講義などでは一人一人

に個別の助言を行うことは難しいと予測で

きる． 

 

4. 生成 AI 

個別の助言を多くの学習者に簡単に与え

る方法として，生成 AI の活用が考えられる．

ガートナージャパン(2023)によると，生成 AI

とは，「既存の成果物 (Artifact) から学習し

て，新たに現実に即した成果物を大規模に生

成できるテクノロジ」のことである．同資料

によると，トレーニング・データの特徴を反

映するが，データをそのまま繰り返すことは

ない．また，画像，動画，音楽，音声，テキ

スト，ソフトウェア・コード，商品設計とい

った分野で，非常に多岐にわたるまったく新

しいコンテンツを生み出すことができると

されている．この生成 AI の活用により，学

習者一人一人に合わせたフィードバックを

生成することができると考えられる． 

生成 AI は誰でも簡単に生成物を生成でき

る反面，その成果物は誤りを含む場合がある．

文部科学省(2023c)によると，生成 AI が生成

する成果物は，統計に基づいたそれらしい応

答を生成するため，誤りを含むことも多くあ

くまで参考のひとつにすぎないとされてい

る．しかし，適切なプロンプト(指示文)を与

えることにより確度の高い応答を得られる

とともに，今後精度の向上もみこまれている．

このことから適切なプロンプトを事前に与

えた生成 AI を用いることにより，学習者に

合わせた助言やヒントを与えることができ

ると考えられる． 

 

5. 生成 AI の高等教育における活用 

生成 AI が生成する成果物には，倫理的，技

術的なリスクがあることが報告されている．
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OpenAI(2023)は生成 AI のリスクとして，幻

覚，有害コンテンツ，代表性，偽情報と影響

の拡散，通常兵器及び非通常兵器の拡散，プ

ライバシー，サイバーセキュリティー，危険

な創発行動，他のシステムとの相互作用，経

済的影響，加速，過度の信頼という 12 のリ

スクを挙げている．このようなリスクを踏ま

え，文部科学省(2023d)では，大学，専門学校

などに対して，生成 AI のそれぞれの教育の

実態等に応じ，今後の状況変化を踏まえて指

針等の内容を見直すことも含め，主体的に対

応することを求めている． 

各大学等の生成 AI の利活用に関する指針

を確認すると，リスクを踏まえたうえで利用

を許諾している大学が多くみられた．武田

(2023)は四年制および大学院大学の中で，

2023 年 6 月 25 日時点で Web サイトにおい

て生成 AI に関する方針やガイドラインを

公式に公表している 177 大学，196 件の方

針を収集，分析した．この報告によると，多

くの大学では，AI 生成物をそのまま成果物

とすることは禁止しているが授業担当者の

裁量の範囲で教育効果を高めるための利用

を許諾しているということが分かっている． 

各大学等の指針を踏まえたうえで，高等教

育においても生成 AI が活用されている．岩

崎・松永(2023)は，アカデミックライティン

グの個別フィードバックに生成 AI を用いた

効果を検証している．学習の流れは以下のと

おりである．生成 AI は教員が提示している

ルーブリックを基に，学生が提出したレポー

トに対して内容構成，表記表現，テーマと合

致しているかの3つの観点からフィードバッ

クを生成し学生に送る．学生は受け取った個

別フィードバックを基に，レポートを修正す

る．この学習により，学生は表記表現に関す

る項目や自分では気づかなかった修正点を

把握し，レポートを改善する様子が示された．

調査では学生の約 66%が生成 AI によるフィ

ードバックコメントを肯定的に評価してい

た．しかし，生成されたフィードバックには

誤りも見受けられたことも報告されている．

このように生成 AIを用いることにより，1 人

1 人に合わせた助言が容易にできるが，その

妥当性には改善の余地があると考えられる． 

以上の研究から，高等教育における生成 AI

を用いて，学習者が提出した課題に対するフ

ィードバックはなされていたが，メタ認知的

知識及び方略の使用に対するフィードバッ

クは実証されていなかった．自律的学習を行

う学生の育成のため，生成 AI によるメタ認

知知識及び方略の使用を促すフィードバッ

クを行っていく必要がある． 

自己調整学習のイメージと，生成 AI による

支援を行う対象を図 1 に示す．各自己調整

学習方略は，自己調整学習のサイクルすべて

図 1 自己調整学習と生成 AI による支援のイメージ 
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に関わっているが，各方略の使用頻度の割合

はサイクルの中で変化している．しかし，全

ての場面において，メタ認知的知識を基にメ

タ認知的方略を使うことで，他の 2 つの方略

に対するメタ認知を働かせ，適切な方略およ

び学習方法を自己選択することを促してい

る．このことから，メタ認知的方略の使用及

びメタ認知的知識の獲得を促す支援を生成

AI によって行うことが有用である． 

 

6. まとめ 

先行研究では，研究から，学習方法を振り

返り，学習計画を立てることを促すこと，学

習方法を自己選択する経験や適切な支援に

よって他の自己調整学習方略の使用に影響

を与えることが分かっていた．また，初年次

教育において生成 AI を用いることの有用性

は示されていた．しかし，生成 AI を用いて

学習方法を振り返ることの効果や，生成 AI

を用いてメタ認知的方略の使用を促進する

研究は見受けられなかった． 

今後の課題としては，生成 AI を用いて学習

者に対する助言を生成することにより，適切

なメタ認知的方略を使用する支援を行うこ

とが考えられる．さらに，与えられた支援を

踏まえて，今後の学習方法を自己選択させ，

学習計画を立てることができる学習環境の

構築が課題となる． 

 

7. 学習環境の開発 

現在，生成 AI を用いた学習者の支援を行

う方法として，Google スプレッドシート（以

下，スプレッドシート）を用いた学習環境の

開発を進めている．スプレッドシートを，API

キーを用いて ChatGPT と連携することによ

り，学習者がスプレッドシートに書き込んだ

学習のふりかえりを生成 AI に送り対話を続

けることにより適切な支援，助言が得られる

環境を開発している(図 2 図 2 参照)．また，

過去の対話履歴を記録することにより，長期

的な学習のふりかえりができるようにして

いる(図 3 参照)．上記の学習環境を，協力の

得られた初年次教育科目において利用し，メ

タ認知的方略の使用を促すかを今後検証す

図 2 生成 AI との対話の様子 

図 3 生成 AI の対話履歴 
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